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U-Pb ゾーン炉心を用いた ADS 実験体系に関して、In線を炉内に設置し、異なる 4 つの未臨界度における

放射化反応率分布の測定を行った。そして、その結果を元にそれぞれの未臨界度における未臨界増倍率の

導出を行った。 
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1. 緒言：未臨界増倍率は、加速器駆動システム(ADS)における中性子増倍を決定する基本的かつ重要なパ

ラメータである。本研究では、実機 ADS炉心のスペクトルを模擬したウラン-鉛(U-Pb)ゾーンを有する炉心

と FFAG加速器を組み合わせた ADS実験[1]において、熱中性子に感度を持つ 115In(n,γ)116mIn反応率を利用

することにより未臨界増倍率の測定を行った。 

2. 実験概要：未臨界増倍率測定実験では、U-Pb ゾ

ーン炉心において、ポリエチレン減速燃料集合体数

の変更により、実効増倍率 0.98~0.95の範囲で異なる

4 つの未臨界度を設定し、炉内に設置したインジウ

ム（In）線の 115In(n,γ)116mIn反応率の測定を行った(図

1参照)。そして、文献[2]を参考に、数値解析により

求めた炉心内の 115In(n,γ)116mIn 反応率と核分裂反応

率の関係から未臨界増倍率の導出を行った。 

3. 数値解析との比較：PHITSおよび MVPによる数

値解析を行い、実験値との比較を行った。115In 放射

化反応率については、実験値と計算値の比較の結果、

数値計算において概ね実験値を再現する結果が得ら

れた。また、未臨界増倍率については表１に示すよ

うに、特に未臨界度が浅いケースにおいて実験値と

計算値が良く一致する結果が得られた。 

本発表では、上記の結果の詳細に加え、中性子ス

ペクトルの観点から更に実験の分析を進めた結果に

ついての報告を行う予定である。 
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図 1：115In放射化反応率分布の測定結果 

カッコ内は燃料板枚数を示す 

表 1：未臨界増倍率 ksの実験値と計算値の比較 

炉心ケース C/E 

case A (4320) 1.00 ± 0.05 

case B (4200) 0.99 ± 0.06 

case C (4080) 1.09 ± 0.07 

case D (3960) 1.08 ± 0.07 
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